
Gel-Push Sampler

GPサンプリングで採取した高品質コアから小口径のGPサンプリン
グを行うことも可能です。
もちろん、ブロックサンプリング試料からテストピースを抜き出す
ことも高品質で可能です。

大径の礫を含んだφ300mmの試料でも、そのまま三軸試験が可能
です。

GPサンプリングは、未固結な地盤を高品質に採取するサンプリング
技術です。従来凍結サンプリングでないと採取できなかった地盤を、
同等の品質で採取できます。

GPサンプラーには、礫質土用のGP-R/D、砂質土用のGP-Tr、粘性土用
のGP-Sの三種類をラインナップしています。

GP-R/GP-D適用範囲

GP-Tr適用範囲
GP-S適用範囲

GPサンプラーの種類と適用範囲
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GPとはGel Pushの略で、事前にサンプラー内部封入して

おいた濃厚ポリマー溶液が、サンプリング中に試料を取り

込むにしたがってサンプラーの刃先付近に押出（Push）

される構造を持つことからGel Pushサンプラーと名付け

ました。
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濃厚ポリマー溶液は、刃先の冷却やスライム排除を行うだ

けでなく、試料の周りをゲル化して被覆します。この被覆

が試料とサンプラーとの摩擦を低減するほか、試料抜き出

し時の自立性を高める作用を発揮するのです。

掘削前 掘削中

GPサンプラーの基本原理

GPサンプリングは、従来大規模な設備と費用を要

する凍結サンプリングでなければ採取できなかった

地質を、現実的なコストで採取できる技術です。

そのような地質の多くはN値が意味をなさないこと

も多く、一般値による設計を余儀なくされていまし

たが、GPサンプラーの登場により、室内試験に

よって得た定数で性能設計が可能になります。

その適用は通常の砂礫のみならず、盛土やサンゴ礫

まじり土、鉱滓など多岐にわたります。

立川礫　
凍結samp
φ300mm
1987

立川礫　
GP-D
φ200mm
2006

高品質なサンプリングだけでは、良質な試験を行うことはでき

ません。現場でサンプリングを行った後に室内試験を行うには

数多くの工程があり、その工程の一つでも不適切であれば、室

内試験の値も良好とは言えません。

当社では、GPサンプラーによる試料採取から運搬、試料整形、

室内試験に至る一連の作業を自社で開発・改良を続けておりま

す。

より良い品質のために

写真①：GP-Rサンプリング状況

　　わずかなブレも許さないようサンプラーを固定

写真②：φ300mm試料切断状況

　　専用ツールで試料を固定し、GPサンプラー同様の濃厚

　　ポリマーを媒体として切断

写真③：φ300mm試料に対応する大型動的三軸試験器

写真④：礫質土の平面ひずみ試験装置
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